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平成２８年１２月１９日 

北栄町議会 

議 長  井 上 信一郎 様 

北栄町議会教育民生常任委員会 

委員長 斉 尾 智 弘 

 

 

教育民生常任委員会調査報告書 

 

 

 本委員会は、次の事件について先進地の調査を終了したので、会議規則 

第７７条の規定により調査結果を次のとおり報告します。 

 

記 

１ 調査事件 

（１）地域包括ケアシステムの推進について 

    調査地  岡山県奈義町 生活支援サポーターみつばち 

         兵庫県たつの市役所 

 

（２）公立美術館の設置と運営について 

    調査地  岡山県奈義町 奈義町現代美術館 

 

（３）地域公共交通施策について 

    調査地  京都府京丹後市役所 

         兵庫県豊岡市役所 

 

２ 調査期間 

  平成２８年１０月６日（木）・７日（金）の２日間 

 

３ 調査結果 

（１）奈義生活支援サポーターみつばち 

約５０人のボランティア組織。平成２２年３月介護保険制度だけでは支 

えきれないと考えた職員が、クリニックの医師に相談し、立ち上げた。職員

３人が生活支援コーディネーターを務め、要支援者とサポーターのコーディ

ネートをしている。１時間５００円の利用料は、サポーターへ支払われ、行

政支援の８万円で運営。 
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（２）たつの市 

予防から介護の相談まで、認知症になっても安心して暮らせる支援体制 

が構築されている。医療や介護の支援を受けるために自分の意志を伝えるノ

ートや、困ったときの相談先について記入しておく便利帳。サポーター養成

（キッズサポーター９３０人）、認知症カフェ９箇所、はいかい高齢者見守

りネットワーク、リハビリをしながら働く場として就労支援につながるカフ

ェなどが充実している。 

 

（３）奈義現代美術館 

３人の芸術家の作品を美術館と一体化させ五感を刺激する、空間美術館で

ある。体験型美術館であり、各分野のアーティストと連携協力した企画やコ

ンサートを毎月実施している。図書館も併設し、県内外の入館者が増えてい

る。 

 

（４）京丹後市 

行政改革を進める中でバスの維持補助額が突出していたため、バスの利 

用促進施策を実施した。地域交通会議、アンケート調査などを経て２００円

バスを導入した。各市街地の幹線を既存のバス事業者が運行し支線を市営バ

スやコミュニティバスで接続した。実施まえは１５万人だった利用者が２年

目には３０万人を突破した。 

 

（５）豊岡市 

路線バスの廃止問題を受けて「助けて欲しい。地元でできる事は、地元  

でする。」との申し出があり、検討をした。公用車を無償貸与し、地元で運

営者を確保した。定時定路線運行（週３日）とし、それ以外は予約制とした。 

 

４ 所感 

（１）奈義町 

 高齢社会になり、サポーターの養成は喫緊の課題である。協力的な医師 

の下、行政、社協が連携した先進的取り組みである。 

   美術館のコンセプトが明確になっていた。周りの環境とマッチした施設

は本町としてもよい手本だ。 

 

（２）たつの市 

 徘徊高齢者の見守りとしての「ピカット」「シューズステッカー」は本町
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でも導入すべき。見守り体制の整備人材育成、サービスの充実は本町でも必

要である。 

 

（３）京丹後市 

 ２００円バスは幹線を運行するもので本町でも、検討出来る。問題は幹 

線に出るまでの移動手段の確保である。検討の価値あり。 

 

（４）豊岡市 

 運行は自主的に運営するから地域の移動手段を残してくれという人々と、

なんとかしようという職員がいたから実現した。本町でもそういう職員はい

るだろう。しかしニーズや引き受けてはあるだろうか。 











 

北栄町議会議長  井 上 信一郎  様 

 

北栄町議会 教育民生常任委員会委員  町田 貴子  
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１ 日  時  平成２８年１０月６日～７日  １泊２日 

２ 調 査 地 
岡山県奈義町、兵庫県たつの市、京都府京丹後市、兵庫県豊岡

市 

３ 調査内容 

（ 内 容 ） （ 場 所 ） 

（１）地域包括ケアシステムの推進について 

  ア 住民や事業所を巻き込んだ地域の

支え合い. 

イ 認知症の人が生活しやすくなるため

の地域づくり 

（２）公立美術館の設置と運営について 

（３）地域公共交通施策について 

  ア 公共交通対策プロジェクトチーム

の設置と運賃上限２００円バスの取

り組み 

  イ 地域の運営協議会が運行する乗り

合いタクシー 

 

奈義ファミリー

クリニック 

たつの市役所 

 

奈義現代美術館 

 

京丹後市役所 

 

 

豊岡市役所市 

４ 
概要及び

調査結果 

（1） 地域包括ケアシステムの推進について 

ア・・ 奈義生活支援サホーター「みつばち」は約 50 人のボラ

ンティア組織で、クリニック.薬局.グループホームなどを巻き

込んで活動している（1 持間 500 円）。町の補助（年 8 万）は主

に通信費に使用。生活支援コーディネーターは 3 人で仕事を兼

務し、交代で電話受付している。～このような大変な事業は我

が町の導入は難しいと感じた。実際、高齢化等の問題もあり「組

織の立て直しを考えている」とのことであった。 

 

イ・・たつの市の認知症施策はあらゆる方向からの支援方法を

行っている。 

1・・「予防、備え」として「赤とんぼ連携ノート」「認知症生活

便利帳」を配布。 

2 見守り、支え合いとして・・講座、サポーター養成（キッズ

サポーター930 人） 認知症カフェ（5 ヶ所）など集いの場所作

り、はいかいＳＯＳネットワーク。  



3・・気づきとして集中支援チームの訪問。適切な治療に繋げ自

立生活のサポートを行う。 

など一連の体制がすべて整っているすばらしい施策だと感じま

した。北栄町でも認知症に限らず、あらゆる困りごとに対応で

きる支援体制作りが必要です。 

 

（2） 奈義町現代美術館では今まで体験したことのない不思議

な美術館でした。建築家とアーティストの共同制作され

たという空間的作品は見る人の感性で感じるものなので

行ってみないとわからない。興味深い美術館でした。 

 

（3） 地域公共交通施策について 

ア 京丹後市 200 円バスの導入は行政改革を進める中で他の助

成と比較してバスの維持補助額が突出していたため、多くの人

に乗ってもらうことで「バスの運行」ではなく「乗車する人」

に対する補助という発想に転換し、バスの利用促進施策を実施

した。「地域交通会議」「公共交通ネットワーク実現会議」「アン

ケート調査」などを経て関係機関合意形成し、丹後地域公共交

通ブランド化を目指し、利用者満足度の高い体系となっている。 

公共交通の活性化により2年目には利用者が2倍以上になった。 

この取り組みは高齢化の進む北栄町でも早急に検討してみる必

要があると感じました。 

 

イ 豊岡市、地域公共交通「チクタク」について 

：豊岡市が事業主体 

：市公用車を無償で貸与 

：地域の運行組織（運行管理者、事務員、ボランティア運転手

を地域で確保）による 

：地区内フリー降車、運賃 100 円～200 円 

：定時定路線運行（予約制） 

である。 

良い取組みだと思うが豊岡市は人口 8 万 4 千人、世帯数 3 万 2

千と北栄町とは規模が異なり導入は無理で参考事例とさせてい

ただきます。 

５ 所  感 

二日間で 5 ヶ所とかなり強行な視察でしたがそれぞれ先進的な

取り組みをされ大変参考になりました。中でもたつの市の認知

症の人の見守り体制の整備、人材育成、制度、サービスの充実。

京丹後市の 200 円バスの導入はすぐにでも北栄町においても検

討できることとして今後取り組みたいと感じました。 

提出締切 平成２８年１０月２６日 



北栄町議会議長  井 上 信一郎  様 

 

北栄町議会 教育民生常任委員会委員  井 上 信一郎   

 

平成２８年北栄町議会 委員会行政調査報告書 

１ 日  時  平成２８年１０月６日～７日  １泊２日 

２ 調 査 地 
岡山県奈義町、兵庫県たつの市、京都府京丹後市、兵庫県豊岡

市 

３ 調査内容 

（ 内 容 ） （ 場 所 ） 

（１）地域包括ケアシステムの推進について 

  ア 住民や事業所を巻き込んだ地域の支

え合い. 

イ 認知症の人が生活しやすくなるため

の地域づくり 

（２）公立美術館の設置と運営について 

（３）地域公共交通施策について 

  ア 公共交通対策プロジェクトチームの

設置と運賃上限２００円バスの取り組

み 

  イ 地域の運営協議会が運行する乗り合

いタクシー 

 

奈義ファミリー

クリニック 

たつの市役所 

 

奈義現代美術館 

 

京丹後市役所 

 

 

豊岡市役所 

４ 
概要及び

調査結果 

（１）ア 奈義ファミリークリニック 

    町営医療機関を外部委託した際、家庭医の名医が着任

したことから、平成２２年３月介護保険制度だけでは支

えきれないと考え、生活支援サポーター「みつばち」を

開設。 

職員３名は要支援者とサポーターのコーディネートを

している。サポーターを養成するための講座を開くが、

活動の手引き書が有料である。１時間５００円の利用料

と行政支援年間８万円での運営は厳しく、社協の生活支

援コーディネーターと連携協力して取り組んでいる。 

イ 医療や介護の支援を受けるために自分の意志を伝える

ノートや、認知症予防や困ったときの相談先について知

っておくための便利帳（ホームページからダウンロード

可）を配布。 

誰もが気軽に参加できる場、認知症の人やその家族が安

心して過ごせる居場所、同じ悩みを持った人との交流の場

として認知症カフェが９ヶ所ある。若年性認知症の人やそ



の家族が集うカフェはリハビリをしながら働く場として就

労支援につながっている。 

（２）奈義現代美術館 

３人の芸術家の作品を半永久的に展示した五感を刺激す

る空間美術館である。そこに行かなくては味わえない、

楽しめない、体験型美術館であり、各分野のアーティス

トとコラボした企画展やコンサートを毎月実施してい

る。町立図書館も併設し、町民はもとより県内外からの

入館者が増えている。 

（３）ア 京丹後市 

６町が合併した市にあって、中心市街地は海浜部と山間

部の数カ所に点在しており、各市街地の幹線を民間と市

営バスが運行し、支線を市営マイクロバスやデマンドバ

スで接続。２００円バスを導入した結果、導入前より利

用が倍増したが、経費的には導入前と同程度である。多

くは高校生であり、昼間の利用率アップが課題である。 

イ 豊岡市 

 路線バスの大幅休止問題を受け、公共交通を将来も必

ず守っていくとの方針から、バスの限界を超えた地域へ

の対応として旅客有償運送「チクタク」を開始。４地区

で週３日、１日３～６便、100～200 円、定時・定路線で

運行。 

 公用車を無償貸与し、地域で運営者を確保、年間運賃

収入の５～１０倍の運行経費を助成。 

 利用者には運転手は顔見知りであり、安心して乗れる

と好評な反面、高齢化により運転手のなり手不足が懸念

される。 

５ 所  感 

（１）ア 医師の理解と協力が不可欠であり、現状では行政と

社協が連携して、各種ボランティア団体からサポータ

ーを養成するため支援してはと考える。 

イ 徘徊高齢者の見守りとして、「ピカッとシューズステ

ッカー」は簡便であり、本町でも導入すべき。情報は

町と警察で共有するが、徘徊は町内に留まらないこと

もあり、定住自立圏域でネットワークを構築すること

や認知症初期集中支援チームを圏域で立ち上げ、人材

育成や相談支援に当たる必要性を感じた。 

（２）  コンセプトを明確にさせることが重要。周りの環境

とマッチした施設としては市街地型ではない。自然豊

かな地北栄町は好適地と感じた。 

（３）ア ２００円バスは幹線を中心としたものであり、本町



の乗り合いタクシーも同様である。問題は幹線に出る

までの移動手段の確保であり、支線の定時運行（土日

祝は事前予約）より、タクシー利用助成券の方が利便

性は高い。利用者負担の軽減と利用地域の拡大を、今

後検討する必要がある。 

イ 地域の個人や団体が運行組織を立ち上げれば有償運

送は可能である。本町でそこまでのニーズや引き受け

手があるかは疑問である。 

提出締切 平成２８年１０月２６日 


